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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体の正面に配された表示部と、
　前記表示部に重なるように配され、タッチ操作を検出する正面操作検出部と、
　前記筐体の背面に配され、タッチ操作を検出する背面操作検出部と、
　前記筐体の左側面および右側面に、前記筐体の下端との間に所定の距離を有するように
配され、指の接触を検出する左面接触検出部および右面接触検出部と、
　前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているときに
前記背面操作検出部が第１の処理を実行するためのタッチ操作を検出したことに基づいて
、当該第１の処理を行う制御部と、を備える、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出
しているときに前記背面操作検出部が前記表示部を点灯するためのタッチ操作を検出した
ことに基づいて、前記表示部を点灯させる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の携帯端末装置において、
　音を出力する音出力部を、さらに備え、
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　前記制御部は、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出
しているときに前記背面操作検出部が音量を調整するためのタッチ操作を検出したことに
基づいて、前記音出力部の音量を増加または減少させる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項４】
　請求項１ないし３の何れか一項に記載の携帯端末装置において、
　前記携帯端末装置の横方向への回転を検出する回転検出部を、さらに備え、
　前記制御部は、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出
しているときに、前記回転検出部が前記携帯端末装置の横方向への回転を検出した後に前
記背面操作検出部が前記第１の処理に割り当てられたタッチ操作を検出したことに基づい
て、前記第１の処理を行う、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項５】
　請求項１ないし４の何れか一項に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の一方が指の接触を検出
し他方が指の接触を検出していないときに前記正面操作検出部が第２の処理に割り当てら
れたタッチ操作を検出したことに基づいて、前記第２の処理を行う、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項６】
　請求項５に記載の携帯端末装置において、
　前記制御部は、少なくとも一部のタッチ操作の受け付けが制限されるロック状態を解除
するための解除画面が前記表示部に表示されている場合に、前記左面接触検出部および前
記右面接触検出部の一方が指の接触を検出し他方が指の接触を検出していないときに前記
正面操作検出部がロック解除に割り当てられたタッチ操作を検出したことに基づいて、前
記ロック状態を解除する、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項７】
　請求項１ないし６の何れか一項に記載の携帯端末装置において、
　時間を計測する計時部を、さらに備え、
　前記制御部は、
　　前記正面操作検出部がタッチ操作を検出しない時間が制限時間に達すると前記表示部
を消灯させるとともに、
　　前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の少なくとも一方が指の接触を検出し
ているときに前記背面操作検出部が計時の停止に割り当てられたタッチ操作を検出したこ
とに基づいて、前記計時部による計時を停止させる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項８】
　請求項１ないし７の何れか一項に記載の携帯端末装置において、
　前記背面操作検出部は、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部よりも上方の位
置に設けられる、
ことを特徴とする携帯端末装置。
【請求項９】
　筐体の正面に配された表示部と、前記筐体の背面に配され、タッチ操作を検出する背面
操作検出部と、前記筐体の左側面および右側面に、前記筐体の下端との間に所定の距離を
有するように配され、指の接触を検出する左面接触検出部および右面接触検出部と、を備
える携帯端末装置の制御方法であって、
　前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているか否か
を判定するステップと、
　前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているときに
前記背面操作検出部が所定の処理を実行するためのタッチ操作を検出したことに基づいて
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、当該所定の処理を行うステップと、を含む、
ことを特徴とする制御方法。
【請求項１０】
　筐体の正面に配された表示部と、前記筐体の背面に配され、タッチ操作を検出する背面
操作検出部と、前記筐体の左側面および右側面に、前記筐体の下端との間に所定の距離を
有するように配され、指の接触を検出する左面接触検出部および右面接触検出部と、を備
える携帯端末装置のコンピュータに、
　前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているときに
前記背面操作検出部が所定の処理を実行するためのタッチ操作を検出したことに基づいて
、当該所定の処理を行う機能を付与する、
ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機、ＰＤＡ（Personal Digital Assistant）、タブレットＰＣ（Ta
blet PC）等の携帯端末装置に関する。また、本発明は、かかる携帯端末装置に適用でき
る、携帯端末装置の制御方法およびプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯電話機等の携帯端末装置では、筐体の正面にタッチパネルを有するディスプ
レイが配され、ユーザのディスプレイに対する操作をタッチパネルにより検出する構成が
主流となっている（特許文献１参照）。
【０００３】
　このような構成の携帯端末装置において、さらに、筐体の背面にタッチセンサが配され
ることにより、当該タッチセンサを用いた操作を可能とする構成が採られ得る。このよう
な構成とされた場合、スピーカの音量調整等、一部の操作を、ディスプレイによる画面表
示を阻害することなく行うことが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１２－２０３８９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ユーザが、携帯端末装置を把持し、正面のディスプレイに対して操作を行う場合、通常
、掌や指が、筐体の背面に宛がわれる。よって、筐体の背面にタッチセンサが配される場
合には、ユーザの意図なく、指等がタッチセンサに触れやすく、誤操作が生じやすい。
【０００６】
　そこで、本発明は、ユーザによる誤操作の防止を図ることができる携帯端末装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１の態様は、携帯端末装置に関する。本態様に係る携帯端末装置は、筐体の
正面に配された表示部と、前記表示部に重なるように配され、タッチ操作を検出する正面
操作検出部と、前記筐体の背面に配され、タッチ操作を検出する背面操作検出部と、前記
筐体の左側面および右側面に、前記筐体の下端との間に所定の距離を有するように配され
、指の接触を検出する左面接触検出部および右面接触検出部と、前記左面接触検出部およ
び前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているときに前記背面操作検出部が第１
の処理に割り当てられたタッチ操作を検出したことに基づいて、当該第１の処理を行う制
御部と、を備える。
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【０００８】
　本態様に係る携帯端末装置において、前記制御部は、前記左面接触検出部および前記右
面接触検出部の双方が指の接触を検出しているときに前記背面操作検出部が前記表示部を
点灯するためのタッチ操作を検出したことに基づいて、前記表示部を点灯させる構成とさ
れ得る。
【０００９】
　本態様に係る携帯端末装置において、当該携帯端末装置は、音を出力する音出力部を、
さらに備える構成とされ得る。この場合、前記制御部は、前記左面接触検出部および前記
右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているときに前記背面操作検出部が音量を調整
するためのタッチ操作を検出したことに基づいて、前記音出力部の音量を増加または減少
させる構成とされ得る。
【００１０】
　本態様に係る携帯端末装置において、当該携帯端末装置は、当該携帯端末装置の横方向
への回転を検出する回転検出部を、さらに備える構成とされ得る。この場合、前記制御部
は、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているとき
に、前記回転検出部が前記携帯端末装置の横方向への回転を検出した後に前記背面操作検
出部が前記第１の処理に割り当てられたタッチ操作を検出したことに基づいて、前記第１
の処理を行う構成とされ得る。
【００１１】
　本態様に係る携帯端末装置において、前記制御部は、前記左面接触検出部および前記右
面接触検出部の一方が指の接触を検出し他方が指の接触を検出していないときに前記正面
操作検出部が第２の処理に割り当てられたタッチ操作を検出したことに基づいて、前記第
２の処理を行う構成とされ得る。
【００１２】
　上記の構成とされた場合、さらに、前記制御部は、少なくとも一部のタッチ操作の受け
付けが制限されるロック状態を解除するための解除画面が前記表示部に表示されている場
合に、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の一方が指の接触を検出し他方が指
の接触を検出していないときに前記正面操作検出部がロック解除に割り当てられたタッチ
操作を検出したことに基づいて、前記ロック状態を解除する構成とされ得る。
【００１３】
　本態様に係る携帯端末装置において、当該携帯端末装置は、時間を計測する計時部を、
さらに備える構成とされ得る。この場合、前記制御部は、前記正面操作検出部がタッチ操
作を検出しない時間が制限時間に達すると前記表示部を消灯させるとともに、前記左面接
触検出部および前記右面接触検出部の少なくとも一方が指の接触を検出しているときに前
記背面操作検出部が計時の停止に割り当てられたタッチ操作を検出したことに基づいて、
前記計時部による計時を停止させる構成とされ得る。
【００１４】
　本態様に係る携帯端末装置において、前記背面操作検出部は、前記左面接触検出部およ
び前記右面接触検出部よりも上方の位置に設けられ得る。
【００１５】
　本発明の第２の態様は、筐体の正面に配された表示部と、前記筐体の背面に配され、タ
ッチ操作を検出する背面操作検出部と、前記筐体の左側面および右側面に、前記筐体の下
端との間に所定の距離を有するように配され、指の接触を検出する左面接触検出部および
右面接触検出部と、を備える携帯端末装置の制御方法に関する。本態様に係る制御方法は
、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているか否か
を判定するステップと、前記左面接触検出部および前記右面接触検出部の双方が指の接触
を検出しているときに前記背面操作検出部が所定の処理に割り当てられたタッチ操作を検
出したことに基づいて、当該所定の処理を行うステップと、を含む。
【００１６】
　本発明の第３の態様は、筐体の正面に配された表示部と、前記筐体の背面に配され、タ
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ッチ操作を検出する背面操作検出部と、前記筐体の左側面および右側面に、前記筐体の下
端との間に所定の距離を有するように配され、指の接触を検出する左面接触検出部および
右面接触検出部と、を備える携帯端末装置のコンピュータに適用されるプログラムに関す
る。本態様に係るプログラムは、前記携帯端末装置のコンピュータに、前記左面接触検出
部および前記右面接触検出部の双方が指の接触を検出しているときに前記背面操作検出部
が所定の処理に割り当てられたタッチ操作を検出したことに基づいて、当該所定の処理を
行う機能を付与する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明の一態様によれば、ユーザによる誤操作の防止を図ることができる。
【００１８】
　本発明の効果ないし意義は、以下に示す実施の形態の説明によりさらに明らかとなろう
。ただし、以下の実施の形態は、あくまでも、本発明を実施化する際の一つの例示であっ
て、本発明は、以下の実施の形態に記載されたものに何ら制限されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】実施の形態に係る、携帯電話機の構成を示す図である。
【図２】実施の形態に係る、左タッチセンサおよび右タッチセンサの配置位置について説
明するための図である。
【図３】実施の形態に係る、携帯電話機の全体構成を示すブロック図である。
【図４】実施例１に係る、ロック解除処理を示すフローチャートである。
【図５】実施例１に係る、ロック状態が解除される際のディスプレイの表示状態を示す図
である。
【図６】実施例１に係る、ロック設定処理を示すフローチャートである。
【図７】実施例１に係る、カウント時間調整処理を示すフローチャートである。
【図８】実施例２に係る、音量調整処理を示すフローチャートである。
【図９】変更例に係る、音量調整処理を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して説明する。
【００２１】
　＜携帯電話機の構成＞
　図１（ａ）ないし（ｄ）は、それぞれ、携帯電話機１の正面図、背面図、左側面図およ
び右側面図である。以下、説明の便宜上、図１（ａ）ないし（ｄ）に示すように、キャビ
ネット２の長手方向を上下方向と定義し、キャビネット２の短手方向を左右方向と定義す
る。さらに、これら上下方向および左右方向に垂直な方向を前後方向と定義する。
【００２２】
　図１（ａ）ないし（ｄ）に示されるように、携帯電話機１は、キャビネット２と、ディ
スプレイ３と、タッチパネル４と、マイクロフォン５と、通話スピーカ６と、外部スピー
カ７と、カメラ８と、背面タッチセンサ９と、左タッチセンサ１０と、右タッチセンサ１
１を含む。
【００２３】
　キャビネット２は、正面から見て、ほぼ長方形の輪郭を有する。キャビネット２の正面
側に、ディスプレイ３が配されている。ディスプレイ３には、各種の画像（画面）が表示
される。ディスプレイ３は、液晶ディスプレイであり、液晶パネルと、液晶パネルを照明
するバックライトを含む。ディスプレイ３は、有機ＥＬディスプレイ等、他の種類のディ
スプレイであってもよい。さらに、ディスプレイ３を覆うように、タッチパネル４が配さ
れている。タッチパネル４は、透明なシート状に形成されている。タッチパネル４として
、静電容量式、超音波式、感圧式、抵抗膜式、光検知式等、各種方式のタッチパネルが用
いられ得る。
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【００２４】
　キャビネット２の内部には、下端部にマイクロフォン５が配されている。また、キャビ
ネット２の内部には、上端部に通話スピーカ６が配されている。マイクロフォン５は、キ
ャビネット２の正面に形成されたマイク孔５ａを通過した音声を受け付ける。マイクロフ
ォン５は、入力された音に応じた電気信号を生成する。通話スピーカ６は、音を出力する
。出力された音は、キャビネット２の正面に形成された出力孔６ａを通過してキャビネッ
ト２の外に放出される。通話の際には、通信先の機器（携帯電話機等）から受信された受
話音声が通話スピーカ６から出力され、ユーザが発した発話音声がマイクロフォン５に入
力される。なお、音は、音声、報知音等、様々な音を含む。
【００２５】
　キャビネット２の内部には、外部スピーカ７が配されている。キャビネット２の背面に
は、外部スピーカ７と対向する領域に出力孔７ａが形成されている。外部スピーカ７から
出力された音は、出力孔７ａを通過してキャビネット２の外に放出される。
【００２６】
　キャビネット２の上部には、背面側にカメラ８が配されている。カメラ８は、携帯電話
機１の背面方向に存在する撮影対象を撮影する。カメラ８は、ＣＣＤ、ＣＭＯＳセンサ等
の撮像素子と、撮影対象の像を撮像素子に結像させるレンズとを含む。
【００２７】
　キャビネット２の背面上部には、方形のシート状を有する背面タッチセンサ９が配され
ている。背面タッチセンサ９は、その上部を構成する上タッチセンサ９ａと、その下部を
構成する下タッチセンサ９ｂにより構成されている。本実施の形態では、上タッチセンサ
９ａおよび下タッチセンサ９ｂは、ともに静電容量式のタッチセンサとされる。
【００２８】
　キャビネット２の左側面および右側面には、それぞれ、縦長方形のシート状を有する左
タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１が配されている。左タッチセンサ１０および
右タッチセンサ１１は、ともに静電容量式のタッチセンサである。
【００２９】
　図２（ａ）および（ｂ）は、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の配置位置
について説明するための図である。左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１は、キ
ャビネット２の下端から所定の距離Ｄを有するように配されている。図２（ａ）に示すよ
うに、ユーザは、通常、人指し指で背面タッチセンサ９をタッチする。この際、ユーザは
、携帯電話機１がしっかり支えられるよう、キャビネット２下端の一方の角部を掌で支え
、キャビネット２の両側面を親指と中指で保持する習性を有する。また、図２（ｂ）に示
すように、ユーザが、ディスプレイ３、即ちタッチパネル４に対するタッチ操作を行うた
めに携帯電話機１を把持する場合、親指側のキャビネット２の側面下部には、掌が触れら
れる。
【００３０】
　ユーザがキャビネット２の両側面を保持する際に親指および中指が触れる位置であって
、ユーザがタッチパネル４へのタッチ操作を行う際に掌が触れる領域を避けた位置に、左
タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１が配されるよう、上記距離Ｄが決められる。
これにより、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１によって、親指および中指に
よるキャビネット２の両側面の保持を精度良く検出することができる。また、背面タッチ
センサ９は、キャビネット２において、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１よ
りも上方に位置する。これにより、ユーザは、掌でキャビネット２下端の一方の角部を支
え、親指と中指でキャビネット２の両側面を保持した状態において、人差し指を軽く伸ば
した状態で背面タッチセンサ９にタッチできる。よって、人差し指を不自然に曲げるなど
、難しい態勢が採られるようなことがなく、ユーザは、人差し指で円滑に背面タッチセン
サ９をタッチできる。
【００３１】
　図３は、携帯電話機１の全体構成を示すブロック図である。



(7) JP 6208609 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

【００３２】
　図３に示されるように、携帯電話機１は、制御部１０１と、記憶部１０２と、画像出力
部１０３と、正面タッチ検出部１０４と、背面タッチ検出部１０５と、左面タッチ検出部
１０６と、右面タッチ検出部１０７と、音声入力部１０８と、音声出力部１０９と、音声
処理部１１０と、キー入力部１１１と、通信部１１２と、撮影部１１３と、加速度検出部
１１４と、回転検出部１１５と、タイマー部１１６を含む。
【００３３】
　記憶部１０２は、ＲＯＭ、ＲＡＭ、外部メモリを含む。記憶部１０２には、各種のプロ
グラムが記憶されている。記憶部１０２に記憶されるプログラムは、携帯電話機１の各部
を制御するための制御プログラムの他、各種アプリケーションプログラム（以下、単に「
アプリケーション」と称する）、たとえば、電話、メッセージ、カメラ、ウェブブラウザ
、地図、ゲーム、スケジュール管理、等のアプリケーションを含む。さらに、記憶部１０
２に記憶されるプログラムは、後述する、ロック解除処理、ロック設定処理、カウント時
間調整処理および音声調整処理を実行するためのプログラムを含む。プログラムは、メー
カによって携帯電話機１の製造時に記憶部１０２に記憶される他、通信網やメモリカード
、ＣＤ－ＲＯＭ等の記憶媒体を介して記憶部１０２に記憶される。
【００３４】
　記憶部１０２には、プログラムの実行の際、一時的に利用または生成されるデータを記
憶するワーキング領域も含まれる。
【００３５】
　制御部１０１は、ＣＰＵを含む。制御部１０１は、記憶部１０２に記憶されたプログラ
ムに従って、携帯電話機１を構成する各部（画像出力部１０３、正面タッチ検出部１０４
、背面タッチ検出部１０５、左面タッチ検出部１０６、右面タッチ検出部１０７、音声入
力部１０８、音声出力部１０９、音声処理部１１０、キー入力部１１１、通信部１１２、
撮影部１１３、加速度検出部１１４、回転検出部１１５、タイマー部１１６等）を制御す
る。
【００３６】
　画像出力部１０３は、図１（ａ）に示すディスプレイ３を含む。画像出力部１０３は、
制御部１０１からの制御信号と画像信号に基づき、ディスプレイ３に画像（画面）を表示
する。また、画像出力部１０３は、制御部１０１からの制御信号に応じて、ディスプレイ
３の点灯、消灯および輝度の調整を行う。
【００３７】
　正面タッチ検出部１０４は、図１（ａ）に示すタッチパネル４を含み、タッチパネル４
に対するタッチ操作を検出する。より具体的には、正面タッチ検出部１０４は、タッチパ
ネル４に対する、ユーザの指、その他の検出対象が接触した位置（以下、「タッチ位置」
と称する）を検出する。正面タッチ検出部１０４は、検出したタッチ位置に基づいて生成
された位置信号を制御部１０１へ出力する。タッチパネル４に対するタッチ操作は、ディ
スプレイ３に表示される画面やオブジェクトを対象として行われるものであり、ディスプ
レイ３に対するタッチ操作である、と言い換えることができる。
【００３８】
　なお、正面タッチ検出部１０４は、ユーザの指がディスプレイ３、すなわち、タッチパ
ネル４に近接した段階で、近接した位置をタッチ位置として検出する構成であってもよい
。たとえば、正面タッチ検出部１０４のタッチパネル４が、静電容量式である場合、指が
タッチパネル４に近接したときに静電容量の変化が検出閾値を超えるように、その感度が
調整される。このような構成とされた場合には、勿論、指が触れた位置もタッチ位置とし
て検出される。
【００３９】
　また、タッチパネル４を含むキャビネット２の正面が、ガラス等で構成される透明なカ
バーで覆われる場合、タッチパネル４へ触れようとする指はタッチパネル４でなくカバー
に接触する。この場合、タッチパネル４は、指がカバーに接触したとき、あるいはカバー
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に近接したときにタッチ位置を検出する。このように、ユーザの指が間接的にタッチパネ
ル４にタッチされる場合も、タッチパネル４に対するタッチ操作がなされる、と言うこと
ができる。
【００４０】
　ユーザは、タッチパネル４が設けられることにより、タッチパネル４に指を触れるある
いは近接させることにより、ディスプレイ３に対し様々なタッチ操作を行うことができる
。タッチ操作は、たとえば、タップ操作、フリック操作、スライド操作、ダブルタップ操
作等を含む。タップ操作とは、ユーザがタッチパネル４に指を接触あるいは近接させた後
、短時間のうちに指をタッチパネル４から離す操作である。フリック操作とは、ユーザが
タッチパネル４に指を接触あるいは近接させた後、タッチパネル４を指で任意の方向に弾
くあるいは掃う操作である。スライド操作とは、ユーザがタッチパネル４に指を接触ある
いは近接させたまま、任意の方向へ指を移動させる操作である。ダブルタップ操作は、ユ
ーザが、短時間の間にタップ操作を２回行う操作である。
【００４１】
　たとえば、正面タッチ検出部１０４がタッチ位置を検出した場合に、タッチ位置が検出
されてから予め定められた第１時間以内にタッチ位置が検出されなくなると、制御部１０
１は、タッチ操作をタップ操作と判定する。タッチ位置が検出されてから予め定められた
第２時間以内に予め定められた第１距離以上タッチ位置が移動した後、タッチ位置が検出
されなくなった場合、制御部１０１は、タッチ操作をフリック操作と判定する。タッチ位
置が検出された後、予め定めた第２距離以上タッチ位置が移動すると、制御部１０１は、
タッチ操作をスライド操作と判定する。タップ操作が、予め定めら第３時間内に２回繰り
返されると、制御部１０１は、タッチ操作をダブルタップ操作と判定する。
【００４２】
　背面タッチ検出部１０５は、図１（ｂ）に示す背面タッチセンサ９を含み、背面タッチ
センサ９に対するタッチ操作を検出する。より具体的には、背面タッチ検出部１０５は、
背面タッチセンサ９の上タッチセンサ９ａまたは下タッチセンサ９ｂへユーザの指などが
接触したことを検出し、上タッチセンサ９ａがタッチされたことを示す上タッチ検出信号
または下タッチセンサ９ｂがタッチされたことを示す下タッチ検出信号を制御部１０１へ
出力する。制御部１０１は、上タッチ検出信号を受け取ると、上タッチセンサ９ａに対す
るタッチ操作がなされたと判定する。また、制御部１０１は、下タッチ検出信号を受け取
ると、下タッチセンサ９ｂに対するタッチ操作がなされたと判定する。背面タッチ検出部
１０５は、上タッチセンサ９ａ上のタッチ位置および下タッチセンサ９ｂ上のタッチ位置
は検出できない。
【００４３】
　左面タッチ検出部１０６は、図１（ｃ）に示す左タッチセンサ１０を含む。左面タッチ
検出部１０６は、左タッチセンサ１０へユーザの指などが接触したことを検出し、タッチ
検出信号を制御部１０１へ出力する。制御部１０１は、左面タッチ検出部１０６からタッ
チ検出信号を受け取ると、左タッチセンサ１０がタッチなされたと判定する。右面タッチ
検出部１０７は、図１（ｄ）に示す右タッチセンサ１１を含む。右面タッチ検出部１０７
は、右タッチセンサ１１へユーザの指などが接触したことを検出し、タッチ検出信号を制
御部１０１へ出力する。制御部１０１は、右面タッチ検出部１０７からタッチ検出信号を
受け取ると、右タッチセンサ１１がタッチなされたと判定する。
【００４４】
　音声入力部１０８は、マイクロフォン５を含む。音声入力部１０８は、マイクロフォン
５からの電気信号を音声処理部１１０へ出力する。
【００４５】
　音声出力部１０９は、通話スピーカ６および外部スピーカ７を含む。音声出力部１０９
には、音声処理部１１０からの電気信号が入力される。音声出力部１０９は、通話スピー
カ６または外部スピーカ７から音を出力させる。また、音声出力部１０９は、制御部１０
１からの制御信号に応じて、通話スピーカ６および外部スピーカ７の音量を調整する。
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【００４６】
　音声処理部１１０は、音声入力部１０８からの電気信号にＡ／Ｄ変換等を施し、変換後
のデジタルの音声信号を制御部１０１へ出力する。音声処理部１１０は、制御部１０１か
らのデジタルの音声信号にデコード処理およびＤ／Ａ変換等を施し、変換後の電気信号を
音声出力部１０９に出力する。
【００４７】
　キー入力部１１１は、少なくとも１つ以上のハードキーを含む。たとえば、キー入力部
１１１は、携帯電話機１に電源を投入するための電源キー等を含む。キー入力部１１１は
、押下されたハードキーに対応する信号を制御部１０１に出力する。
【００４８】
　通信部１１２は、通話や通信を行うため、信号を変換するための回路、電波を送受信す
るアンテナ等を含む。通信部１１２は、制御部１０１から入力される通話や通信のための
信号を無線信号に変換し、変換された無線信号を、アンテナを介して基地局や他の通信装
置等の通信先へ送信する。さらに、通信部１１２は、アンテナを介して受信した無線信号
を制御部１０１が利用できる形式の信号へ変換し、変換された信号を制御部１０１へ出力
する。
【００４９】
　撮影部１１３は、図１（ｂ）に示すカメラ８、撮像制御回路などを含む。撮影部１１３
は、制御部１０１からの制御信号に従って画像を撮影し、撮影された画像の画像データに
各種の画像処理を施し、処理後の画像データを制御部１０１に出力する。
【００５０】
　加速度検出部１１４は、３軸加速度センサを含む。３軸加速度センサは、携帯電話機１
の前後方向、上下方向および左右方向の３方向に生じる加速度を検出する。加速度検出部
１１４は、３軸加速度センサが検出した加速度を示す加速度信号を制御部１０１に出力す
る。
【００５１】
　回転検出部１１５は、ジャイロセンサを含み、携帯電話機１の横方向への回転したとき
の角速度を検出する。回転検出部１１５は、ジャイロセンサが検出した角速度を示す角速
度信号を制御部１０１に出力する。制御部１０１は、回転検出部１１５から角速度信号が
出力されるとことにより、携帯電話機１が横方向に回転したと判定する。
【００５２】
　タイマー部１１６は、制御部１０１により設定された時間をカウントし、タイムアップ
すると、タイムアップ信号を制御部１０１に出力する。
【００５３】
　さて、携帯電話機１では、背面タッチセンサ９に対する所定のタッチ操作により、当該
タッチ操作に割り当てられた処理が実行される。図２（ｂ）に示すように、ユーザが携帯
電話機１を把持し、ディスプレイ３に対して人差し指でタッチ操作を行う場合、掌や指が
、キャビネット２の背面に宛がわれる。よって、ユーザは、携帯電話機１を把持している
間に、意図なく指等を背面タッチセンサ９に触れやすい。
【００５４】
　図２（ａ）にて説明したとおり、ユーザは、意図して背面タッチセンサ９へタッチ操作
を行う場合、親指と中指とでキャビネット２の両側面を保持し、人差し指で背面タッチセ
ンサ９へタッチすることが多い。そこで、携帯電話機１では、上述のとおり、キャビネッ
ト２の両側面における親指と中指とで保持される位置に左タッチセンサ１０および右タッ
チセンサ１１が配される。制御部１０１は、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１
１の双方が指の接触を検出している間に、背面タッチセンサ９に対するタッチ操作が行わ
れると、このタッチ操作を有効とし、このタッチ操作に割り当てられた処理を行う。即ち
、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくとも一方が指のタッチを検出し
ていなければ、背面タッチセンサ９に対するタッチ操作が行われても、このタッチ操作は
無効とされ、このタッチ操作に割り当てられた処理が行われない。よって、背面タッチセ
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ンサ９への誤操作により、ユーザの意図しない処理が誤って実行されることが防止される
。
【００５５】
　背面タッチセンサ９を用いた操作に係る具体的な処理について、以下に説明する。
【００５６】
　＜実施例１＞
　携帯電話機１は、ロック機能を備える。携帯電話機１が使用されなくなると、即ち、タ
ッチパネル４に対するタッチ操作がなされない時間が、所定の制限時間を超えると、ディ
スプレイ３が消灯され、タッチパネル４に対する少なくとも一部のタッチ操作が制限され
るロック状態となる。ユーザは、携帯電話機１を再び操作する際には、所定の解除操作を
行い、ロック状態を解除する必要がある。
【００５７】
　本実施例では、ロック状態を解除するための一連の操作の一つに背面タッチセンサ９が
用いられる。制御部１０１は、ロック状態になると、解除操作を受け付けてロック状態を
解除するためのロック解除処理を開始する。
【００５８】
　図４は、ロック解除処理を示すフローチャートである。図５（ａ）ないし（ｃ）は、ロ
ック状態が解除される際のディスプレイ３の表示状態を示す図である。
【００５９】
　図５（ａ）に示すように、ロック状態では、ディスプレイ３は消灯されている。本実施
例では、ディスプレイ３を点灯し、ディスプレイ３にロック解除画面２０１を表示させる
ためのタッチ操作が、背面タッチセンサ９により受け付けられる。
【００６０】
　制御部１０１は、まず、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチ
されたか否かを監視する（Ｓ１０１）。ユーザは、背面タッチセンサ９を人差し指でタッ
チする際、まず、親指と中指でキャビネット２の両側面を保持する（図２（ａ）参照）。
これにより、左タッチセンサ１０と右タッチセンサ１１の双方に指が触れる。
【００６１】
　左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチされた判定すると（Ｓ１
０１：ＹＥＳ）、制御部１０１は、背面タッチセンサ９に対して、ディスプレイ３を点灯
するためのタッチ操作がなされたか否かを監視する（Ｓ１０２）。点灯のためのタッチ操
作は、たとえば、上タッチセンサ９ａおよび下タッチセンサ９ｂの何れか一方に対するダ
ブルタップ操作とすることができる。
【００６２】
　ユーザは、親指と中指でキャビネット２の両側面を保持した状態で、背面タッチセンサ
９に対して、点灯のためのタッチ操作を行う。これにより、制御部１０１は、左タッチセ
ンサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチされている間に背面タッチセンサ９に
対して、点灯のためのタッチ操作がなされたと判定すると（Ｓ１０２：ＹＥＳ）、このタ
ッチ操作を有効とし、ディスプレイ３を点灯させ、ディスプレイ３にロック解除画面２０
１を表示させる（Ｓ１０３）。ロック解除画面２０１は、たとえば、図５（ｂ）に示すよ
うに、日時情報が表わされた画面とされる。
【００６３】
　なお、背面タッチセンサ９に対して、点灯のためのタッチ操作が行われても、左タッチ
センサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチされていなければ、そのタッチ操作
は、制御部１０１によって受け付けられない。
【００６４】
　ユーザが、キャビネット２の両側面を保持した後で背面タッチセンサ９へのタッチ操作
を中止する場合もある。この場合、少なくとも一つ側面から指が離され得る。制御部１０
１は、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくとも一方から指がリリース
されたと判定すると（Ｓ１０４：ＹＥＳ）、ステップＳ１０１に処理を戻し、再び、左タ
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ッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチされたか否かの監視を行う。
【００６５】
　ロック解除画面２０１がディスプレイ３に表示されると、ディスプレイ３に対する、ロ
ック状態を解除するためのタッチ操作が、タッチパネル４により受け付けられる。
【００６６】
　制御部１０１は、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の何れか一方から指が
リリースされたか否かを監視する（Ｓ１０５）。
【００６７】
　ユーザは、携帯電話機１を片手で把持したまま、親指でディスプレイ３に対してロック
解除のためのタッチ操作を行うことが多い。この場合、まず、親指をキャビネット２の側
面から離す。たとえば、携帯電話機１が右手で把持されている場合には、右タッチセンサ
１１から親指が離れる。親指の付け根部分との間でキャビネット２を保持するため、中指
は、引き続き、左タッチセンサ１０に触れられたままとなる。
【００６８】
　左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の何れか一方から指がリリースされたと
判定されると（Ｓ１０５：ＹＥＳ）、制御部１０１は、タッチパネル４に対して、ロック
解除のためのタッチ操作がなされたか否かを監視する（Ｓ１０６）。
【００６９】
　ロック解除のタッチ操作は、たとえば、タッチパネル４の任意の位置に対する、所定の
移動距離より長いスライド操作、および、所定の強さよりも強いフリック操作とされる。
なお、ロック解除画面２０１に、鍵のアイコンなどのオブジェクト画像が含まれても良く
、この場合、ロック解除のタッチ操作は、たとえば、オブジェクト画像の位置に対応する
タッチパネル４の位置に対する、所定の移動距離より長いスライド操作、および、所定の
強さよりも強いフリック操作とされる。
【００７０】
　ユーザは、キャビネット２の側面から親指を離すと、続いて、その親指で、タッチパネ
ル４に対し、ロック解除のためのタッチ操作を行う。これにより、制御部１１は、左タッ
チセンサ１０および右タッチセンサ１１の何れか一方がタッチされた状態にある間に、タ
ッチパネル４に対してロック解除のためのタッチ操作がなされた判定すると（Ｓ１０６：
ＹＥＳ）、ロック状態を解除し、ロック解除後に表示されるべき画面として、たとえば、
図５（ｃ）に示す、ホーム画面２０２をディスプレイ３に表示させる（Ｓ１０７）。
【００７１】
　ホーム画面２０２は、各種のアプリケーションを起動するための起動用アイコン２０２
ａを含む。また、ディスプレイ３には、ホーム画面２０２の上方に、通知バー２０３が表
示される。通知バー２０３は、現在時刻、バッテリー残量を示す残量メータ、電波の強度
を示す強度メータ等を含む。さらに、ディスプレイ３には、ホーム画面２０２の下方に、
各種の操作キーを有する操作キー群２０４が表示される。何れかの起動用アイコン２０２
ａに対してタッチ操作がなされると、操作がなされた起動用アイコン２０２ａに対応する
アプリケーションが起動する。なお、ロック解除後に表示されるべき画面として、ホーム
画面２０２以外の画面、たとえば、電話のアプリケーション、メールのアプリケーション
等、特定のアプリケーションの実行画面が表示されても良い。
【００７２】
　ユーザは、ロック解除画面２０１が表示された後、ロック解除を行わない場合がある。
たとえば、ユーザが、ロック解除画面２０１に含まれる日時情報をだけを確認するような
場合である。この場合、ユーザは、キャビネット２の両側面を親指と中指とで保持したま
ま、背面タッチセンサ９に対して、ディスプレイ３を消灯するためのタッチ操作を行う。
本実施例では、ディスプレイ３を消灯するためのタッチ操作が、ディスプレイ３を点灯す
るためのタッチ操作と同じタッチ操作、たとえば、ダブルタッチ操作とされる。
【００７３】
　左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の何れか一方から指がリリースされるこ
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となく（Ｓ１０５：ＮＯ）、背面タッチセンサ９に対して、ディスプレイ３を消灯するた
めのタッチ操作がなされると（Ｓ１０８：ＹＥＳ）、制御部１０１は、ロック解除画面２
０１を消去させ、ディスプレイ３を消灯させる（Ｓ１０９）。
【００７４】
　なお、ロック解除画面２０１が表示された状態において、ユーザが、親指を、一旦キャ
ビネット２の側面から離し、再び側面に接触させた場合も（Ｓ１０６：ＮＯ→Ｓ１１０：
ＹＥＳ）、制御部１０１は、ステップＳ１０８へ処理を進め、背面タッチセンサ９に対し
て、ディスプレイ３を消灯するためのタッチ操作がなされたか否かを判定する。さらに、
ユーザが、一端、親指および中指をキャビネット２の側面から離し、再び、中指をキャビ
ネット２の側面に接触させた場合も（Ｓ１１１：ＹＥＳ→Ｓ１１２：ＹＥＳ）、制御部１
０１は、ステップＳ１０６へ処理を進め、タッチパネル４に対してロック解除のためのタ
ッチ操作がなされたか否かを判定する。
【００７５】
　ロック状態が解除されると（Ｓ１０７）、制御部１０１は、ロック解除処理を終了する
。
【００７６】
　ロック状態が解除され、ホーム画面２０２などがディスプレイ３に表示されると、制御
部１０１により、ロック設定処理が開始される。さらに、制御部１０１により、カウント
時間調整処理が、ロック解除処理と並行して実行される。ロック設定処理は、ディスプレ
イ３、即ちタッチパネル４に対するタッチ操作が一定の時間なされない場合に、ディスプ
レイ３を消灯させ、ロック状態に移行させるための処理である。カウント時間調整処理は
、ロック設定処理において、タイマー部１１６による時間カウントを調整するための処理
である。
【００７７】
　なお、ロック解除画面２０１が表示された後、タッチパネル４へのロック解除のための
タッチ操作、あるいは、背面タッチセンサ９への消灯のためのタッチ操作がなされないま
ま所定の制限時間が経過すると、制御部１０１は、ロック解除画面２０１を閉じて、ディ
スプレイ３を消灯させてもよい。具体的には、制御部１０１は、ステップＳ１０３でロッ
ク解除画面２０１を表示すると、タイマー部１１６を動作させる。そして、制御部１０１
は、ステップＳ１０８で消灯のためのタッチ操作がないと判定すると（Ｓ１０８：ＮＯ）
、タイマー部１１６のカウント時間が制限時間に達したか否かを判定する。制限時間に達
した場合、制御部１０１は、ステップＳ１０９の処理に移行し、ロック解除画面２０１を
閉じて、ディスプレイ３を消灯させる。一方、制限時間に達していない場合、制御部１０
１は、ステップＳ１０５の処理に戻り、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の
何れか一方から指がリリースされたか否かの判定を行う。また、制御部１０１は、ステッ
プＳ１１１で左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方からの指のリリースが
ないと判定すると（Ｓ１１１：ＮＯ）、タイマー部１１６のカウント時間が制限時間に達
したか否かを判定する。制限時間に達した場合、制御部１０１は、ステップＳ１０９の処
理に移行する。一方、制限時間に達していない場合、制御部１０１は、ステップＳ１０６
の処理に戻り、ロック解除のためのタッチ操作の有無を判定する。さらに、制御部１０１
は、ステップＳ１１２で左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の何れにも指のタ
ッチがないと判定すると（Ｓ１１２：ＮＯ）、タイマー部１１６のカウント時間が制限時
間に達したか否かを判定する。制限時間に達した場合、制御部１０１は、ステップＳ１０
９の処理に移行する。一方、制限時間に達していない場合、制御部１０１は、ステップＳ
１１２の処理に戻る。なお、タイマー部１１６は、ステップＳ１０７の処理またはステッ
プＳ１０９の処理が実行される際に停止され、リセットされる。
【００７８】
　図６は、ロック設定処理を示すフローチャートである。図７は、カウント時間調整処理
を示すフローチャートである。
【００７９】



(13) JP 6208609 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

　ロック設定処理が開始されると、制御部１０１は、タイマー部１１６に予め定められた
制限時間を設定し、タイマー部１１６に時間のカウントを開始させる（Ｓ２０１）。制御
部１０１は、タッチパネル４へのタッチ操作がないまま制限時間が経過し、タイマー部１
１６がタイムアップすると（Ｓ２０２：ＮＯ→Ｓ２０３：ＹＥＳ）、ディスプレイ３を消
灯させ、ロック状態に移行させる（Ｓ２０４）。一方、制限時間が経過する前に、タッチ
パネル４へのタッチ操作があった場合（Ｓ２０２：ＹＥＳ）、制御部１０１は、カウント
時間調整処理に基づいてタイマー部１１６による時間カウントが停止していなければ（Ｓ
２０５：ＮＯ）、タイマー部１１６のカウント時間をリセットした後、再びタイマー部１
１６に時間のカウントを開始させる（Ｓ２０６）。一方、カウント時間調整処理に基づい
てタイマー部１１６による時間カウントが停止していれば（Ｓ２０５：ＮＯ）、制御部１
０１は、タイマー部１１６のカウント時間をリセットするのみとし、タイマー部１１６に
時間のカウントを再開させない（Ｓ２０７）。
【００８０】
　制御部１０１は、ロック状態に移行させると、ロック設定処理を終了する。
【００８１】
　次に、ロック設定処理と並行してカウント時間調整処理が開始されると、制御部１０１
は、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくとも一方が指でタッチされて
いるか否かを監視する（Ｓ３０１）。左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少
なくとも一方が指でタッチされている場合（Ｓ３０１：ＹＥＳ）、ユーザにより携帯電話
機１が把持されていると考えられるため、制御部１０１は、背面タッチセンサ９（上タッ
チセンサ９ａまたは下タッチセンサ９ｂ）がタッチされたか否かを監視する（Ｓ３０２）
。背面タッチセンサ９に単純に指を触れるタッチ操作が、タイマー部１１６のカウントを
停止させ、ロック状態への移行を遅延させるための操作に割り当てられている。
【００８２】
　ユーザは、携帯電話機１に対する操作は行わないものの、ディスプレイ３の点灯を継続
させておきたい間、背面タッチセンサ９に指を触れておく。
【００８３】
　左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくとも一方が指でタッチされてい
る間に、背面タッチセンサ９がタッチされると（Ｓ３０２：ＹＥＳ）、制御部１０１は、
タイマー部１１６に時間カウントを停止させる（Ｓ３０３）。これにより、ユーザが背面
タッチセンサ９に指を触れている間は、携帯電話機１に対する操作がなされなくてもロッ
ク状態に移行しない。
【００８４】
　その後、制御部１０１は、背面タッチセンサ９から指がリリースされるか（Ｓ３０４：
ＹＥＳ）、あるいは、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方から指がリリ
ースされると（Ｓ３０５：ＹＥＳ）、タイマー部１１６に時間カウントを再開させる（Ｓ
３０６）。
【００８５】
　次に、ステップＳ３０１において、左タッチセンサ１０と右タッチセンサ１１の双方と
もがタッチされていない場合（Ｓ３０１：ＮＯ）、制御部１０１は、背面タッチセンサ９
がタッチされたか否かを判定する（Ｓ３０７）。携帯電話機１がユーザに把持されておら
ず、机などに置かれている場合は、通常、左タッチセンサ１０、右タッチセンサ１１、お
よび背面タッチセンサ９の何れもがタッチされていない状態となる。このような場合は、
携帯電話機１の使用が直ちには再開され難いと考えられる。そこで、制御部１０１は、タ
イマー部１１６のカウント時間を繰り上げる（Ｓ３０８）。これにより、タイマー部１１
６のカウント時間が、早く制限時間に到達するので、携帯電話機１が机などに置かれた状
態となった場合には、速やかにロック状態へ移行される。
【００８６】
　なお、使用されなくなった後、携帯電話機１がカバンに入れられ、カバンの中のものが
背面タッチセンサ９に触れても、それと同時に、カバンの中のものが左タッチセンサ１０
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または右タッチセンサ１１に触れさえしなければ、タイマー部１１６が停止することはな
く、ロック状態への移行が遅れることもない。
【００８７】
　ロック設定処理によってロック状態に移行すると（Ｓ３０９：ＹＥＳ）、制御部１０１
は、カウント時間調整処理を終了する。
【００８８】
　以上、本実施例によれば、キャビネット２の左右の側面に配された左タッチセンサ１０
および右タッチセンサ１１の双方がタッチされている間でなければ、背面タッチセンサ９
に対して、ディスプレイ３を点灯するためのタッチ操作がなされても、ディスプレイ３が
点灯しない。よって、ユーザの意図なく、背面タッチセンサ９がタッチされることにより
、誤ってディスプレイ３が点灯してしまうことを防止でき、無駄な電力消費を防止できる
。
【００８９】
　さらに、本実施例によれば、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくと
も一方がタッチされていることにより、携帯電話機１が把持されている状態にあると看做
されなければ、タッチパネル４に対するタッチ操作、具体的には、ロック状態を解除する
ためのタッチ操作が受け付けられない。よって、ユーザの意図なく、タッチパネル４への
タッチ操作が生じてしまうことにより、当該タッチ操作に割り当てられた処理、具体的に
はロックの解除が行われてしまうことを防止できる。
【００９０】
　さらに、本変更例によれば、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくと
も一方がタッチされていることにより、携帯電話機１が把持されている状態にあると看做
される場合、即ち、操作は行われていなくても携帯電話機１が使用されていると考えられ
る場合に、背面タッチセンサ９へのタッチ操作により、ロック状態への移行が遅延される
。よって、背面タッチセンサ９への誤操作が生じることにより、携帯電話機１が使用され
ていないにもかかわらずロック状態への移行が遅延されてしまう、ということが防止され
る。
【００９１】
　＜実施例２＞
　携帯電話機１の側面に、いわゆるサイドキーと称される２個で一組のハードキーが備え
られる場合、ユーザは、そのサイドキーへの操作により、通話スピーカ６および外部スピ
ーカ７の音量調整を行うことができる。本変更例では、通話スピーカ６および外部スピー
カ７の音量調整のための操作に背面タッチセンサ９が用いられる。携帯電話機１には、サ
イドキーが備えられていても良いし備えられていなくても良い。サイドキーが備えられて
いる場合には、ユーザは、背面タッチセンサ９およびサイドキーのうち、状況に応じて操
作がしやすい方への操作によって音量調整を行うことができる。サイドキーが備えられて
いない場合は、その分、製品コストの削減を図ることができる。
【００９２】
　制御部１０１は、実施例１で説明したロック状態が解除され、ホーム画面２０２等、操
作や閲覧の対象となる画面がディスプレイ３に表示されると、通話スピーカ６および外部
スピーカ７の音量調整を行うための音量調整処理を開始する。音量調整処理は、制御部１
０１により、繰り返し実行される。
【００９３】
　図８は、音量調整処理を示すフローチャートである。
【００９４】
　本実施例では、通話スピーカ６および外部スピーカ７のうち、音量調整の操作がなされ
た際に使用されているスピーカの音量が調整される。背面タッチセンサ９では、音量を増
加させるためのタッチ操作が上タッチセンサ９ａにより受け付けられ、音量を減少させる
ためのタッチ操作が下タッチセンサ９ｂにより受け付けられる。上タッチセンサ９ａへ単
純に指を触れるタッチ操作が、音量を増加させる操作に割り当てられ、下タッチセンサ９
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ｂへ単純に指を触れるタッチ操作が、音量を減少させる操作に割り当てられている。
【００９５】
　制御部１０１は、まず、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチ
されたか否かを監視する（Ｓ４０１）。左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の
双方がタッチされた判定すると（Ｓ４０１：ＹＥＳ）、制御部１０１は、背面タッチセン
サ９がタッチされたか否かを監視する（Ｓ４０２）。
【００９６】
　背面タッチセンサ９がタッチされる前に、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１
１の少なくとも一方から指がリリースされたと判定されると（Ｓ４０２：ＮＯ→Ｓ４０３
：ＹＥＳ）、制御部１０１は、ステップＳ４０１に処理を戻し、再び、左タッチセンサ１
０および右タッチセンサ１１の双方がタッチされたか否かの監視を行う。
【００９７】
　ユーザが、親指と中指でキャビネット２の両側面を保持した後、背面タッチセンサ９に
タッチすると、制御部１０１は、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方が
タッチされている間に背面タッチセンサ９がタッチされたと判定する（Ｓ４０２：ＹＥＳ
）。制御部１０１は、上タッチセンサ９ａおよび下タッチセンサ９ｂの何れがタッチされ
たのかを判定する（Ｓ４０４）。
【００９８】
　上タッチセンサ９ａがタッチされたのであれば（Ｓ４０４：上）、制御部１０１は、音
声出力部１０９により、通話スピーカ６および外部スピーカ７のうち、現在使用されてい
るスピーカの音量を増加させる（Ｓ４０５）。上タッチセンサ９ａがタッチされ続けてい
る間、制御部１０１は、一定の時間毎に一定の割合で音量を増加させる。
【００９９】
　制御部１０１は、上タッチセンサ９ａから指がリリースされるか（Ｓ４０６：ＹＥＳ）
、あるいは、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくとも一方から指がリ
リースされると（Ｓ４０７：ＹＥＳ）、音声出力部１０９により、音量の増加を停止させ
る（Ｓ４０８）。
【０１００】
　一方、下タッチセンサ９ｂがタッチされたのであれば（Ｓ４０４：下）、制御部１０１
は、音声出力部１０９により、通話スピーカ６および外部スピーカ７のうち、現在使用さ
れているスピーカの音量を減少させる（Ｓ４０９）。上タッチセンサ９ａがタッチされ続
けている間、制御部１０１は、一定の時間毎に一定の割合で音量を減少させる。
【０１０１】
　制御部１０１は、下タッチセンサ９ｂから指がリリースされるか（Ｓ４１０：ＹＥＳ）
、あるいは、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の少なくとも一方から指がリ
リースされると（Ｓ４１１：ＹＥＳ）、音声出力部１０９により、音量の減少を停止させ
る（Ｓ４１２）。
【０１０２】
　音量調整が終了すると（Ｓ４０８、Ｓ４１２）、制御部１０１は、音声調整処理を終了
する。
【０１０３】
　以上、本実施例によれば、キャビネット２の左右の側面に配された左タッチセンサ１０
および右タッチセンサ１１の双方がタッチされている間でなければ、背面タッチセンサ９
に対して、音量を調整するためのタッチ操作がなされても、対象となるスピーカの音量が
増減されない。よって、ユーザの意図なく、背面タッチセンサ９がタッチされることによ
り、誤って音量が増減されてしまうことを防止でき、ユーザに不快感を与えてしまうこと
を防止できる。
【０１０４】
　以上、本発明の実施の形態について説明したが、本発明は、上記実施の形態等によって
何ら制限されるものではなく、また、本発明の実施の形態も、上記以外に種々の変更が可
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能である。
【０１０５】
　＜変更例＞
　ユーザは、手首を折り、掌を体の正面に向けるようにして携帯電話機１を保持したまま
、背面タッチセンサ９に人差し指でタッチするよりも、手首を伸ばし、掌を体の正面と垂
直な方向に向けるようにして携帯電話機１を保持したまま、背面タッチセンサ９に人差し
指でタッチする方が、背面タッチセンサ９に対するタッチ操作を行いやすい。このため、
ユーザは、意図的に背面タッチセンサ９をタッチする場合、体の正面に向けていた掌を、
体の正面と垂直な方向に向けることが多い。この場合、ユーザに保持された携帯電話機１
は、上下方向の軸を中心として、横方向に９０度程度回転する。
【０１０６】
　そこで、本変更例では、誤操作防止の効果を高めるため、左タッチセンサ１０および右
タッチセンサ１１がタッチされている間に、さらに、携帯電話機１の横方向への回転が検
出されると、背面タッチセンサ９に対するタッチ操作が行われたか否かが判定される構成
が採られる。本変更例では、上記の構成が、実施例２の音量調整処理に適用される。
【０１０７】
　図９は、本変更例に係る、音量調整処理を示すフローチャートである。図９の音量調整
処理では、図８の音量調整処理に対し、ステップＳ４０１とステップＳ４０２の間に、ス
テップＳ４２１の処理が挿入される。なお、図９では、ステップＳ４０４以降の処理が省
略されている。
【０１０８】
　本変更例では、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチされたと
判定されると（Ｓ４０１：ＹＥＳ）、制御部１０１は、回転検出部１１５からの加速度信
号に基づいて、携帯電話機１が横方向へ回転したか否かを監視する（Ｓ４２１）。そして
、制御部１０１は、携帯電話機１が横方向へ回転した場合に（Ｓ４２１：ＹＥＳ）、背面
タッチセンサ９がタッチされたか否かの監視を行う（Ｓ４０２）。
【０１０９】
　本変更例によれば、ユーザが携帯電話機１を背面タッチセンサ９へのタッチ操作が行い
やすい方向に向けたことが検出されなければ、背面タッチセンサ９へのタッチ操作がなさ
れても、そのタッチ操作が有効とされない。このため、ユーザが意図せず背面タッチセン
サ９にタッチすることにより生じる誤操作を、一層防止することができる。
【０１１０】
　本変更例のステップＳ４２１の処理が、実施例１のロック解除処理に適用されても良い
。この場合、ステップＳ４２１の処理が、図４に示すロック解除処理のステップＳ１０１
とステップＳ１０２との間に挿入される。
【０１１１】
　＜その他の変更例＞
　上記実施の形態では、キャビネット２の背面に配された背面タッチセンサ９の上タッチ
センサ９ａおよび下タッチセンサ９ｂとして、静電容量式のタッチセンサが用いられるが
、これに限らず、感圧式など他の方式のタッチセンサが用いられても良い。あるいは、タ
ッチセンサと同様に指の接触を検出できるデバイスである、指紋認証デバイスが、上タッ
チセンサ９ａおよび下タッチセンサ９ｂとして用いられても良い。　さらに、タッチ位置
の検出が行えない上タッチセンサ９ａおよび下タッチセンサ９ｂに替えて、タッチ位置が
検出可能なタッチパネルが、キャビネット２の背面に配されても良い。この場合、実施例
２の音量調整処理では、タッチパネルにタッチされた位置に応じて音量が増加または減少
されると良い。
【０１１２】
　さらに、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１が、上タッチセンサ９ａおよび
下タッチセンサ９ｂと同様、感圧式など他の方式のタッチセンサ、または、指紋認証デバ
イスとされても良い。
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【０１１３】
　さらに、上記実施の形態（実施例１）では、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ
１１の何れか一方がタッチされた状態にある間に、タッチパネル４に対してロック解除の
ためのタッチ操作がなされると、ロック状態が解除される。しかしながら、必ずしも、タ
ッチパネル４に対するタッチ操作によりロック状態が解除される構成とされなくても良い
。たとえば、左タッチセンサ１０および右タッチセンサ１１の双方がタッチされている間
に、背面タッチセンサ９に対してロックを解除するためのタッチ操作、たとえば、タップ
操作がなされると、ロック状態が解除される構成が採られても良い。
【０１１４】
　さらに、上記実施の形態（実施例２）では、上タッチセンサ９ａと下タッチセンサ９ｂ
とを用いて通話スピーカ６および外部スピーカ７の音量調整が行われる例が示される。こ
の他、上タッチセンサ９ａと下タッチセンサ９ｂとを用いた操作が行われる例として、デ
ィスプレイ３の明るさ調整を例示できる。この場合、制御部１０１により実行される明る
さ調整処理は、図８の音量調整処理におけるステップＳ４０５の処理が、明るさを増加さ
せる処理に置き換えられ、ステップＳ４０９の処理が、明るさを減少させる処理に置き換
えられたものとなる。
【０１１５】
　さらに、実施例２の音量調整処理が電話の通話中に実行される構成とされる場合、キャ
ビネット２の正面側に、近接センサが配されるとともに、左タッチセンサ１０および右タ
ッチセンサ１１の双方がタッチされている間に近接センサがユーザの耳など検出対象物を
検出すると、背面タッチセンサ９へのタッチ操作が判定される構成とされても良い。この
場合、図９に示す変更例における音量調整処理のステップＳ４２１の処理が、近接センサ
が検出対象物を検出したか否かの判定処理に置き換えられる。通話中、通話スピーカ６の
音量調整は、ユーザが携帯電話機１を耳に当てながら行うことが多いと考えられる。よっ
て、このような構成とすれば、通話中のユーザの意図した操作により、精度良く音量調整
を行うことができる。
【０１１６】
　さらに、上記実施の形態では、スマートフォン型の携帯電話機に本発明が適用されてい
る。しかしながら、これに限らず、ストレート式、折りたたみ式、スライド式等、他のタ
イプの携帯電話機に本発明が適用されても良い。
【０１１７】
　さらに、本発明は、携帯電話機に限られず、ＰＤＡ（Personal DigitalAssistant）、
タブレットＰＣ（Tablet PC）等の他の携帯端末装置に適用可能である。
【０１１８】
　この他、本発明の実施形態は、特許請求の範囲に示された技術的思想の範囲内において
、適宜、種々の変更が可能である。
【符号の説明】
【０１１９】
　　　　　　　３　ディスプレイ
　　　　　　　４　タッチパネル
　　　　　　　６　通話スピーカ
　　　　　　　７　外部スピーカ
　　　　　　　９　背面タッチセンサ
　　　　　　９ａ　上タッチセンサ
　　　　　　９ｂ　下タッチセンサ
　　　　　　１０　左タッチセンサ
　　　　　　１１　右タッチセンサ
　　　　　１０１　制御部
　　　　　１０３　画像出力部
　　　　　１０４　正面タッチ検出部
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　　　　　１０５　背面タッチ検出部
　　　　　１０６　左面タッチ検出部
　　　　　１０７　右面タッチ検出部
　　　　　１０９　音声出力部
　　　　　１１５　回転検出部
　　　　　１１６　タイマー部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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